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一
ｏ詳
ｏ

れ
い
こ

山土 島

城 呂W
鳳直ぃ

市豊史 な

■

言
豊 中幸 小 山 大 福

山 城 樹 林 中澤 田

去
る
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
１
月
鍋
ヨ
【
Ｈ

時
よ
リ
ホ
テ
ル
・
グ
ラ
ン
ド
バ
レ
ス
　
Ｂ
ｌ

Ｆ

『
四
季
』
０
間
に
於
い
て
、
郎
名
の
書
刑

の
ご
出
席
を
―イ、た
だ
き
賑
や
か
に
令
和
２
年

新
年
祝
賀
音
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
ｃ‐

宴
会
の
前
に
集
合
写
真
０
撮
影
に
引
青
需ヽ

き
、
小
柿
史
佳
先
生
仰
司
含
進
行
に
よ
り
、

山
中
緑
峰
先
生
の
間
含
宣
言
、
大
澤
慧
崚
富

長
の
挨
拶
、
相
秋鶏
一
福
田
有
宵
先
生
携
拶
「

乾
杯
〇
〓早
軍
一引
き
続
き

時
舌
■
ｔ
二
辱
り
、
山
堪
鳳
礎

事
甘
ｒ
撻
午み
ま
Ｌ
二
「　
　
　
専
務
理
事
の
開
会
骨
薇
拶
で

ま
瀑
ヽ
相
談
役

福
田
有

祝
賀
会
は
開
幸
口
」な
り
ま
し

買

萱

・
基

讐

暉
一一長

・
ｔ

山
中
縁
峰
副
含
長

・
小
林
　

準̈
備
等
々
に
ご
協
力
吝
項

史
佳
副
會
長

・
幸
樹
姜
王

き
ま
し
た
先
生
■
に
お
礼
申

財
一措
理
事

。
三
橋
通
孝
常

Ｌ
上
げ
ま
す
。

任
理
事
二
品
抑
指
高
常
任
理

〒

豊
山
騰
麗
相
”一覆

・
千

署
響
呼
理

事
・
山
堀

鳳
理
暑
務

翌
争
ｎ
各

明
け
ま
し
て
お
島
・で
し
ヽ
っ

ご
ざ
い
ま
す
。
比見
係
に
は
ご

健
勝
で
き
に
よ
り
の
こ
ｂ
ゝ
」

思
い
ま
す
「
日
頃
よ
り
当
含

仰
運
官
に
ご
協
コ
を
賜
Ｉ
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
「
ご
多
忙
中
の
と

こ
ろ
、
当
会
ｏ
一韻
間

福
田

有
宵
発
生
に
新
年
視
賀
音
に

ご
臨
席
存
賜
り
ま
し
下
白
テ
ヽ

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
Ａ曹
員
の
皆
樵
に
は
ご

各
忙
Ｏ
甲
、
遠
，１
，は
仙
台
や

新
潟
か
ら
ご
幸
加
賜
Ｉ
有
難

う
御
座
ｒ
二
つ
．

書
勢
の
瓦
要
を
狙
い
、
加

入
促
一進
市
、
令
和
２
年
運
市

宝
鑑
硼
賑
一一冥

研
修
合
の
冥

施
　
親
睦
を
狙
Ｉ
掟
吉
や
新

年
一二
讐
・計
画
に
従
い
実
施

曇
計
讐

」と
お

1

工

＝
ユ
【０

十
勢
０
寺
・

加
者
で
し

た
肝
．
カ

■
オ
ケ
や

ｉ
晃
生
の

自
目
認

甘

等
々
楽
し

土
ユ滞
著

フヽ
ら
に
宴

合
は
惟
Ｔ‘

宇
朝
ｎ
り
』

し
て
い
る
３
」
こ
ろ
で
。あ
り
ま
い

ュヽ
か
、
会
勢
の
瓦
実
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
６
名

の
加
入
・を
見
る
こ
と
が
で̈
き

ま
し
た
り
ま
た
，
運
市
〓
蓋

に
つ
い
て
は
、
発
注
１
４
０

０
冊
を
計
画
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
蘇̈
載
が
少
し
あ
り
ま
す

仰
で
、
引
き
続
き
十
昌
員
の
皆

様
に
ご
協
力
査
賜
り
た
ア
宣ヽ

し
く
お
願
い
申
し
基
ユ
ニ

，
．

な
お
、
告
員
椰
増
加
目
標

は
青
干
未
達
成
で
あ
り
ま
す

仰
で
、
引
斗
鼻
尊
ご
ご
輛雫
丼
下

声
年
１
４
フ
亘
し
，卜
整
即
い
「申

し
上
げ
ま
す
「

ま
キ
班
憶
言^
に
つ
い
Ｔ
は
、

幸
樹
単
一生
に
よ
る
手
相
を
要

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
貴
評
を

項
い
て
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
多

く
の
皆
樵
●
・書
加
を
お
持
ち

し
て
お
り
十
摯
Ч́
．

令
和
２
年
は
圧
子
七
赤
金

星
の
歳
ど
鷲
り
ま
す
．
七
赤

含
尋
暑
３

里

甘
も

一一一昂

れ
て
お
り
ま
し
か
、

一
般
大

衆
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
浮
か

れ
禍
一ぎ
な
い
よ
っ
に
し
た
い

ち
の
で
す
。

最
性
に
、
比阜
係
が
益
々
ご

壁
展
と
健
康
Ｉ
幸
せ
で
あ
り

ま
す
よ
■
こ
肝
半
節
し
上
げ
、

羅
群
Ｐ
言
せ
Ｔ
喜
革
ユ
■
．

レ

　

聴

摯

‐
・　

¨

鶴
鑽
　

犠

ｌ

ｌ

日

一

豪
　
　
‐
３
卜
一

４

‐を
．．
■
■

甘
申
筆
・１

惧
疇
籠
・
″
　
ヽ
嶽

麟
　
守
●

．

薦

４

曇
　

●

硼
'鼻 轟翡

・隆
経́
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〓
一
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熱
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一
ゴ
こ
揮
所

今
押
暮
甘
首
悦
日

全
小
）

＝
時
～
島
・時

重
星
薔
は
「圭
画
一桑
員
距
」

■
噴
〓
藁
三

二
・出
席
理
事
Ｈ
名

ハム
尊
轟
為
洲
・本
凱
Ｈ
名
ソ
／
７

３
冊

受
輝
滝
Ｌ
珂
す
る
堕
売

方
構
は
側
年
の
内
容
か
名
見

工
彗
冗
で
ご
亀

量

曇

〓

・
事
栗
千
測
及
祥
詢
策̈

昨
年
同
期
と
比
較
す
る
ｂ
ｒ師

調
ｒ
脅
亀

・
運
冨
上
の
間
盟
百
■
び

対
策
一
右
と
同
じ

針
に
つ
い
て

。
研
僣

，
０
回
谷

手
相

・
講
師

豊
語
単
革
票
王

が
相
当

②
そ
①
他

・
■
期
含
長
■
事
に
つ
い

て
は

「墓
露
耳
薔
員
会
百
立

ち
上
げ
る

・
会
目
証
働
霧
何
に
つ
い

て
　
畔
瘤何
０
一■
ｈ
〕品選
種
ｍ
作

，
金
報
ｎ
辞
行
部
数

全

会
員
へ
は
ぷ
ｍ撃
撃
〓
二
■
、

宇
朝
Ｌ
皐
■

二為
撻
言
長

は
、
開
会
再
言
警
Ｆ
）終
了
し

た

名
札
理
半
数
に
た
め
挽
謙
で

日
令
却
■
年
厚
今
後
ｏ
一取
り

業
に
推
轟
・

き
う

　

　

　

　

　

　

卸
椒

大
澤
蒼
壇
「
小
稀
史
佳

　

Ａ
騒
誰
稀
帯
に
つ
い
て

山
城
風
謹
「
幸
樹
彙
生

　

・
日
時

令
和
元
年
ｕ
月

中
城
亜
聖

ム
編
翌
尊
口　
　
　
　
　
Ｈ
日

合
Ｊ

山
薦
恵
幸
　
　
　
　
　
　
・
行
先

日
■
■
面

定
珊
に
菫
り
、
大
澤
４層
量
　
　
・
内
一薔

日
帰
り
研
修
飾

一

は
議
長
席
に
つ
こ

中喫
〓
日
一　
　
　
　
　
行

言
し
車
ろ
に
議
事
に
入
ュ
％
　
　
・
そ
の
他

含
書
１
３
０

三
．
議
事
内
容
　
　
　
　
　
０
０
円

定
員
＝
名
以
上

Ｈ
事
業
報
生
口　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
型
バ
ス
利
用

①
令
和
元
年
１
月
末
実
績
　
　
支
払
い
　
１０
月
弾
日

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
０
新
年
含
〔望
胞
値
に
つ
い

・
人
事
会
員
数
の
増
減

　

て

薫

科
ｏ
自ヽ
一蓮

里

恥
　

・
こ

町

Ａ
罰

［卑

『角

会
員
数
３
月
末
日
で
＝
名
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
で
批

・
年
会
書
①
相
ム
植
机
　

ф
亀

資
料
の
回
葺
週
り
．
　
　
・
場
所

ホ
テ
ル
・
ゴ
ブ

‘
令
和
２
年
度
運
（工
尋
監

ン
ド
バ
レ
ス

一に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
日
‘
工
響
ど
年
度
に
向
け
て
の

一　
　
工型
膚
・Ｑ
霧
江
瓢
は
１
４

一駆
組
み

一〇
０
冊

出暑
締
慰
１
２
３
　

０
全
和
・一番
Ｉ
儡
僣
曇
■

一
ゴ
ユ
憚
所

ム
フ
和
元
年
Ш
Ｈ
２４
出■
ホ
｝

Ⅲ
時
～
減
時

菫
星
需
」
「薬
延
一聾
昴
暫

ユ
階

含
議
三

一
言
置
¨
措
目
百
名

大
澤
菫
暇

小
柿
嚇
佳

山
城
襲
嘔

幸
樹
手
菫

中
締
Ｔ
聖

定
刻
Ｌ
黒
岬
「
十
一選
■
長

壼
善
趣
Ｆ
に
つ
富ヽ

間
登
髯
」

宣
〓Ｆ
普
〓
Ｌ
蓄
〓暉
４
亀

〓
「
議
事
内
容

畳

曇

■

一Ψ
坤
証
培
蠅
岬
一ロ

０
人
事
圏
甲＝
に
つ
い
て

由
即
綱
Ｑ
遇
り
）

・
総
鋼
ョ
鵬
名
に
変
二
な

し

ハ土
枯
発
生

住
所
仰
み

ホ
書
畢０

一
　
　
　
　
　
つ
い

て

沖
豊
晉
料
に
よ
魚
ヽ

０
十
押
葬
千
な基
響
罵
び

ム
Ｔ
和
ユ
場
畳
聾
轟
聾
一
〓
と

入
金
粧
況別

抵
督
料
に
よ
る

年
吉
青
未
納
者
に
は
動

月
末
に
話
票
壼
・７
■

０
言
孤
苺
岳
程
誓
霜
況

第
３
回
は
番
旦
孟
鴫

以
一横
響
員
ど
口
・

，
員
■
日

予
定
憚

０
現
韓
盟
塩
騨
品
中
止

に
つ
い
て

，
Ｕ
月
鶴
ビ
規
一彙

小日
員

以
外
吝
骨
島
て
９
名
①
テ
加

者
工
＝
且
■
■
情
っ
７
も
定

員
嘔
芋
る
｝
卜
凝
難
し
ヽ

。
会
尋
彗
鼻

丁
定
員
数

に
な
っ
た
と
し
一■
象
〓
員
丼

が
全
員
０
幽
以
上
に
な
っ
た

盪

昴
修
の
音
墜

口
株

拘

国
壼
和
２
年
ｏ
輝
一盟
工
鑑

の
誦Ⅳけ
“撃
事
に
つ
い
て

０
塁
確
職
卦
予
Ｌ
聖
一軍
理
浩

Ｑ
蝙
“・

残
凱

約
１
７
０
冊

②

割
基
昔
蒲
響
Ｆ
綺
葉

亜
Д
円推
保
で
〓
亀

旦

曇

葦

甍

選

〔喜

種
主
軍
青
事
豊
国
摯
ど
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
豊
確
保

よ
寄
馴
督

言
名
彗
含

・

颯
叩情
‘
一二
・
工
烈
卑
４
〓
・
隣
軍
宣
・

総
一　
　
　
　
　
珊打
皇
Щ
．

・
■
嫁
層
ｈ
胴
Ｆ「
手

相
０
み
で
墨
葛

回
令
押
喜
甘
童
前
組
に

つ
い
て

０
駆
理
一吾
肝
選
雷
に
つ

い
て坤

月
器
庄
聾
仁
十
篠
補
者

な
し②

乳
智
性
員
人
事
に
つ
い

て
　
　
　
通コ
何
週
り

豊
電
撃
薫
昴

軸ヽ
螢
Ｆ
一つ

い
て
　
　
せ工
こ
憫箭
ソ

働
そ
∩
＝
＝
騨
絶
に
つ
い
て

・
会
見
誰
壼
黒
Ｔ
二
４

日
鷺
轟
π
で
写
宣
書
持
Ｌ
理
親
０

案
画
を
彗
甲
善
可
に
達
何
予

電

・
全
員
討
性
菖
軍
Ｖ
・ｈ
Ｉ

０
０
０

国
そ
ｏ
他

　

む
じ

政
回

幹
部
性
員
会

彗
月
＝
日
（閑
１０
時
～
“
時
一引

き
縦
統讐
絆
健
ョ

定
刻
に
至
り
Ｆ
大
澤
言
長

は
理
３
ニ
ユ
〓屁
終
了
レ
嶋

以
上

Ｆゴ
甚
揮
所

令
御
喜
れ
甘
神
ｒ
■
ホ
｝

１０
時
―
掟
時

童
星
弾
圧
「桑
■
一藝
基
暫

ユ
階

含
謙
室

二
、
出
席

性
目
百
名

十
緯

雇

、
山
甲
掃
峰

小
書
軍
馬

山
聾
凰
曜

幸
樹
表
■

中
城
■
聖

定
到
Ｌ
エ
リ
．
士
澤
会
長

は
議
長
席
に
言

ヽ
聞
争
響

官
〓〓Ｆ
音
軍
に
轟
亭
じ
４
■

三
、
議
事
回
谷

Ｈ
令
和
■
年
Ｈ
月
末
現
在

の
幸
却記
培
轟
型
ロ

０
１
量
晶
即
雌
に
つ
い
て

訥
罪

曇̈
週
り
）

・
緯
員
数
＝
名
に
萱
阜
な

Ｌ
②
言
　
　
　
　
　
　
つ
い

て

沖
豊
資
料
に
よ
一亀

ｏ
，

コ
■
片暑
墓

一量

び

令
和
コ
塁
暮
一彗
轟
既
▼茸
Ｆ
」

■
士
植
況別

託
資
料
に
よ

各ヽ

島
令
和
一苺
昴
駆
理
尋
仏況

第
■
回
は
番
ユ
華
鴫

Ｈ
帯
Ｔ
】月
昴
日

二
塁
』
畳

菖
月
ふ
雪

ぢ
月

千
定
通

り
蔓
距
Ｔ
亀

日
狙
露
攘
暢
蝉
品
馘
止

Ｑ
結
果
に
つ
い
て

・
違
約
金
ど
し
工

保
険

代
１
３
７
５
０
円
帯
貫
払
し

た
国
令
和
２
年
ｎ
運
一叩
〓
鑑

彙
即
り
組
み
に
つ
い
て

①
罪
江
冊
軍
量
撃
冗
方
法

ｏ
壼垢
昴

残
数

約
９
０
冊

日
刊
彗
見
憚
τ
こ
対
策

亜
二
円
確
堡
ｒ
亨
亀

旦

一ｒ押
十年

夏

羅

の
各

種
二
悪
脅
事
の
回
執
ど
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
亜
確
保

口齢
郵
警
目
言
・
細彗
会

・

肛
理
冊Ｘ
一〓
・
軒
刊
〓
一
彙
・
膵
平
亘
・

総
一　
　
　
　
　
ＦＴ
一彙
叫

∴
督
員会
・
研
修
■
は
２

月
加
日
・
新
年
會
は
１
月
腑

日
・
会
ユ誂
署
一は
二
月
・
総

合
は
５
月
工
墓
鳳
．

国
令
和
吾
■
童
勲
組
に

つ
い
て

れ
亀
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①
取
即
言
長
Ｑ
選
出
に
つ

い
て

彗
月
■
二旦
担
仁
〓
候
輛

者
な
し

０
乳
行
Ｌ̈
員
■
事
に
つ
い

て
　
　
　
　
・現
行
憫
Ｔ
′

豊
憶
撃
ヨ
勲
群
磐
書
に
つ

い
て
　
　
ユ
善
４
週
り

０
そ
臀
聾
取
組
に
つ
い
て

二
菫
曇
惑
Ｌ
「和

，
二
４

月
単
翼
日
で
写
宣
書
絆
Ｌ
建
報
０

宝
吉
げ
官
＝
月
に
帯
杵
社̈
囁

国
■
ｏ
他

　

な
し

ま
回

幹
即
彗
員
会
２
月

ュ
刑
ｍ
時
～
＝
時
引
き
続

芦
書
俺
告

定
烈
‥室
市
、
十
輝
会
長
は

開
‘響
音
警
屁
籠
ア
レ
梶以

上

日
不
卑
＝
製
〓

シ
二
五
一プ
ュ
中
二
に

書
加
Ｉ
Ｉ
Ｅ
た

令
押
■
年
‐ｎ智
昴
ｒ
由
Ｆ

北
匡
●
北
こ
び
め
に
Ｔ
聞
催

さ
れ
ま
し

，
「
並ョ
〒
「
４

ｏ
」基
桑
笛
讐
貿
れ
ま
し

小

柿

史

佳
重

中

憾

王

聖
奎

長
一貴
川

聡

睾

菫

I
r｀

●

石

川

補

一
、
旦
躊
場
所

金
利
〔／岸
号
自
前
日

（ホ
）

１０
時
～
Ｈ
時

菫
皐
需
ｔ
要
画
一ュ
〈轟
助
」

ｉ
階

会
議
三

一
「
出
席

役
員
６
名

十
一運
穂
岬

山
■
緑
峰

小
柿
宝
ｔ

ｒｒｒ鴇
苗
諧
一

幸
樹
幸
菫
、
中
堪
玉
聖

定
刑
に
至
■

大
澤
会
長
は

議
長
席
に
つ
声
、
開
‘野
ム
旦

書
Ｆ
普
■
に
議
事
に
４
亀

三
．
難
事
内
容

畳

轟

旦
７

皇

藉

殺

ｏ

粛
詐
塔
蠅
型
□

０
人
事
園
係
に
つ
い
て

別
紙
一０
週
り

・
総
員
撃
単
名

ア
ン
・
ジ
ェ
リ
ー
メ

々
楳
苗
腱
鷺
“
′―、
畑
昔
事
〒
、

中
根
マ
キ
の
４
名
遇
吉

０
粛
計
収
支
Ｗ
況
に
つ
い

て

控
亘
資
料
に
よ
亀

０
全
刺
一丼
澤
曇
〓書
扇
び

令
和
２
■
翠
一彗
桑
望
荘
ア
一

■
壼
拡
況別

砥
資
料
に
よ
る

一彗
Ｆ
Ｐ
″「

Ｏ
Ａ黒
Ｔ
一年
＝
世
一幕
統

第
■
回軍

甘

墓
鳳
¨

螂
籠
Ａ鶏
事
二
唐
‥

続
ぎ

「羊
相
」
と
Ｔ
亀

畳

轟

旦
■

‐新
ヰ
言

結

尋

型
ロ

①

車
緒
に
つ
い
て

別
紙
資
料
に
よ
る

②

反
省
ど
令
和
３
年
の

「
ｙ
日
Ц

ヨ
Ｈ
Ｅ̈
¨招

待
者

準
備
Ｔ
亀

里

曇

葦

境

悪

二

置

０
各
種
主
要
行
事
の
回
数
ど

■
〓篤
ソ
ニ
ー
ル
昴
確
保

幹
即
喜
員
音

〓
理
事
含

研
俺
螢

・
新
年
会

・
監
査

総
妻
鷲
電

・
“讐
員奮
・
研
僣
醤
は

６
月
＝
目
・８
月
即
日

１０
【月
拓
一日
＋１２
同月
１７
４日

２
月
■
一日

口
含
郵
鵬
署
一は
二
月
掲
目

紺
会
は
三
月
１４
日
Ｔ
実

範回
令
和
２
年
二
豊
取
組
に
つ

い
て０

耽
期
告
長
の
選
出
に
つ

い
てム

コ和
２
年
ュ
週
現
在
〓
候

補
者
な
し

働
執
行
性
員
Ｉ
事
に
つ
い

て
‥

‥

携
訂
中

０
研
修
含
彙
取
組
案
に
つ

い
て
口
・
・
引
き
続
き

手

相
に
す
ら亀

日
そ
・鰍
理
一画
素
肺
“組
に

つ
い
て

二
冒
罰

整

罰

２
を言

日
単
轟
Ｈ
で
写
重
が
昴
輪
彙
一Ｆ
ご

た
分
で
作
成
す
」亀

日
冊
奎
提
出
議
題
に
つ
い

て
‥

‥

携
訂
中

国
そ
①
他

　

な
し

聾

曇

葦

度

・畳

・
静
部

役
員
会
島
醤
〓
メ
に
つ
い
て

①
日

時

ム
轟

理

■

日
鶴
ユ

本

＝
時
～

②
場

所
担
性
葬
Щ
曇
暴
詢

宇
列
に
軍
岬
、
大
淫
会
長

は
単
一髯
宣
〓Ｆ
終
ゴ
壮
，「

厚
上

三

喧
製
粗

年

・
月
千
五
昔
裂
０
威
封

■
位
■

他
動
的
に
■
い
を

招
く
Ｗ
恒
■

自
分
で
知
ら

な
い
一甲
Ｌ
錦
酔れ
弾
市ヽ
動
的

に
書
む
こ
コ
ヤ
卑
世
π

華
難
的

　

　

　

　

．

■
苗
ュ由
ハ一糧
題
理
∴
理
一呂
の

鱚
一昴
卿
絆
甘
轟
犯
一Ｌ
Ｊ
に
婦
ぷ
口
（
二

塁
甲
宮
０
年
・
月
・
日
）
ご

ｎ
ｖ
Ｌ
「
　
　
　
　
　
　
　
．

憚
題
謁
軍
Ｌ
Ｌ

仕
菫
轟
岬
い

０
営
＝
墨
凛
Ｌ
な
二
鵡
ｒ一日
ヽ

働
き
た
い
●
ル
』は
山
●
だ
が

病
〓■
暮
言
駆
Ц
ど
の
た
め
に

働
け
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
回
や
か
ま
し
く

小
言
〓
〓弓
よ
つ
一Ｌ
はる
か
、

そ
れ
卜
反
対
に
■
ア
無ヽ
口
に

為け
■
抑
首
二
Ｐ
晏
ユ
ニ
リ
．

奎
曇
ユ
崎Ｌ

資
金
の
回
収
が

工
”
華
ギ
な
り
、
そ
畳
轟
影

響
Ｑ
よ
っ
工
描
財
ｐ
与
え
て

一首
か
、
回
ら
な
く
摯
登
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
事
業

そ
の
も
の
口
墨
憔
ル
不
振

に
お
ち
い
っ
て
一型
力
組
関

係
に
摩
擦
か
生
し
、
ス
ト

ラ
イ
キ
が
お
黄
いた
り
、
訴

＝
酷
堅
瞑
破
■
じ
た
り
し
て

行
き
壺
叩ま
る
こ
と
が
あ
一り

ま
す
。
そ
し
て
こ
彙
悪
い

事
籠
ぎ
軒
品
剛
し
よ
う
ル
一し

工
事
隼
Чれ
ば
サ
る
ほ
く

そ
れ
が
裏
目
に
出
て
儒
回

が
広
が
り
、
結
局
破
庫
や

倒
産
豊
幸
百
ｂ
早
〓
見
る
こ

と
に
な
里
二
■
．

ま
た

靖
疑

卸
人
、

部
下
、
同
倫
と
の
手
和
が

生
Ц

一̈鱈
昇

先

っ
二

絶
一棘
杭
態
都
な
る
こ
と
が

有
り
ま
す
。
甘
せ
言
葉
に

釣
ら
れ
工
■
Ｌ
言
Ｉ
Ｉ

身
の
繊
滅
を
招
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
土
地
、
不
動

産
に
手
を
出
す
ル
午
轄
害

を
こ
う
む
り
ま
す
。
暗
則

殺
の
現
象
は
、
他
動
的
に

や
っ
て
き
ま
す
●
Ｉ

商

取
引
な
Ｐ
」
ｏ
場
合
は
，
取

引
先
が
倒
産
し
た
た
轟
に̈

士
一驚
二昇
ミ
う
幹
各
な
ど
、

自
分
の
力
で
一Ｌ
ど
つ
す
る
こ

と
も
で
き
量ヽ
い
一十
可
抗
刀
０

災
禍
を
受
け
る
傾
向
な
り
が

ち
工
ｑ′。
こ
の
よ
り
に
世
動

的
な
作
用
に
よ
っ
て
一塁
駆
向

も
乱
れ
て
綸
争
デ
ト
・か
生
じ

が
ち
Ｆ
看
り
、
相
輛
者

（職

が
子
を
言
む
　
ｂ
仁Ｌ
構
Ｐ
な

ど
き
■

さ
っ
て
い
革
ユ
９
．

縁
秘一聾
ｗ
結
婚
、
男
女
壺
際
仰

め
ん
Ｔ
ｈ
想
像
鳳
上
彙
墨
現

象
が
現
れ
て
悪
い
結
果
と
な

り
、
ユ
麟
讐
ｒ
乳
主
甘
畿
．

健
轟
山
で
一性

牌
臓
．
膵

騰
．
腫
臓
Ｌ
暉
堂
量
生
じ
骨

や
節
に
ま
で
そ
曇
署
現
範
か

作
篇
い
二
‐′ニユ
Ｌ

特
に
左

手
募
単
せコ
ニ
比
に
つ
・■
ｐ
る

■☆
西

（喜
楽
冨

ム
善
昌
〉
０

五
昔
穀
甚
犯
し
た
場
合

（三

碧
中
宮
理
７

月
・
日
）
ど

０
こ̈
フ
駆
聾
中襄
■
掲
わ
れ
る

礼

暗

軽
ｒｔ

四
年
、
重
け
れ
ば

九
年
間
ｏ
凶
禍
キ
も
た
ム
す

か
。
金
挿
ｏ
皆
惜
に
よ
る
も

暗

．
▲
ユ
刑

，
こ
十置
手
裏
一は
千
｛
正

・
監

査

二
月
鮎
耳
悶

・
理
事
會

五
□
＝
ｒ
凩
一

・
総

台

二
月
理
日
間

・
斑
輝
ｉ

第
一
回

月
自
鶴
百
閑

第
一
面

昌
働
風
同

笛
一面
一
岬
晏
］可
Ｒ

第
四
回

仲
日
神
日
間

菫
ム
ロ

，
日
鶴
一百
円

他
に
湛
鞣
讐
”
新
年
宮

等
ｉ
鮮
計
早
鎖
半
島
り
ま

す
り
詳
細
専
て
〔襄
啓
覇

七 ′ ヽ ノヽ

九 四

五 七

七 i

五

ユ
ハ 」rt 四

令和2年 3月 」5日

~~ヽ

|‐
 ＼
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ム
五
日
働
勧
ヨ
回
Ｌ
コ
ｈ軍
Ｌ

退

会

会

員

ア
ン
∴
ソ
ェ
リ
ー
メ
先
生

ｉ
保
田

一隆

成̈
　
丼
生

小
・
・畑

登
姜
子
　
先
生

中

根

マ

キ

垂

以
士

名

会
目
識
作
威
に
つ
い
て

新
年
度
に
向
け
て
言
員
証

覺
拝
撃
推
獅
〕Ｆ
ｉ
＃
守
．́

作
成
覆
は
言
鰍
撃
〓を
含

め
行
事
に
は
轟
讐
Ｌ
胸
に
掲

示
す
る
●

，
軒
お
願
い
い
た

Ｌ
ｉ
「、盤

〓嘉

Ψ
ハ

新
年
度
に
な
り
ま
す
。
今
和

星
壺
Ｅ
Ｑ
一墓
晶
貰
ｒ
Ｆ
協

力
く
だ
ざ
Ｌ

編

集

積

記

▲
轟

〔差
蘇
曇

二
優

暑

抑
す
Ｆ
Ｊ
鳩
．
愕
韓
一＝
瓜
撃̈
κ
尋

た
妙
ｐ
、
中
旬
に
強
開
花
０

千
想
で
す
ｐ
、
何
時
も
の
年

生

卑

掌

建

Ｌ

新
型
コ
ロ
す
ウ
イ
ル
■
患

染
症
０

， ユ
打
■

日
本
国
■

バ
ニ
ッ
タ
状
籠
『
城
一染
者
が

日
々
増
加
．
非
常
事
態
で
す

れ
各
元
生
万
も
成
言̈

に
は
■
■
卜
し
■

乗
里
椰
っ

二
よ
ゞ
鳴

つ
れ

亀

Л
畢
澤
一‐縄
回
Ｔ

る
上
■
リ
ル

錯
嗣
に
よ
る

国
辟
鷲

レ
）
ヽ

十
■
♪
島
ギ
警
ス

ニ
基
一
で
１
キ
ｔ

真
郵
っ
た
■
一
辞
半
適
仰
こ

ｂ
てお
し
て
■
悔
い
な
い
性
格

働
者
に
な
っ
て
り
ヽ
こ
卜
・も

あ
理
■
Ｌ

緑
ま　
　
　
　
　
　
い
に

飾
り
た
て
７
あ
っ
Ｔ
も
．
内

面
に
は
旧讐
れ
て
せ
０
こ
と

が
エア
二ヽ
製
口に
よ
っ
Ｔ
は
相

手
で
けヽ
　
一一順
幅岨軒鳳
町出即
千
“品〕っ

た
側十
る

，
卜
執
島
里
き

，
．．

盗
難
．
■
■

■
難
、
求

難

に
輝
ユ
彗
Ｗ
り者
お
く

み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
鋼
難
に

遣
コ
ン
執
話
ユ
ニ
ｑ「
機

械
　
　
　
　
　
Ｉ
．
交

誦
事
崚
に
よ
Ｌ
雌
■

ま
た

そ
山
ま
に
せ
車
右
い
董
性
の

中
で
見
ｎ
ュ最
百
暑̈
貿
手
■

が
で
豊
輛
甘
一は

そ
の
人
々

に
峠
ユ
練
Ｉ
毬
難
０
率
が

多
ム
は
り
一二
Ｌ

健
涯
塵
一四
千
痺
」
♯
鴨碑
『

γ゙

コ
言
羊
Ｌ
属
祗
騰

十日
凱
ヽ

ス
事
―
ツ
等
に
よ
各
常
肛

口
円
医
壕

鮒
舶
に
■
一」る
理

難
警
覗

一理
＝
〓
僣
弊
事

故
雪
■
呼

しヽ
や
す
Ｌ

☆
西
北

寵
世
宮

・
乾
一尋

０
五
責
毅
を
犯
し
た
場
合

｛樹
轟
署
品
年
・月
・日
）

ご
①
こ
ュ

ら
聡

暗

軽
／
十
も
四
■

重
け
れ

ば
り
毎
麟
咀
押
義
井
吉
す
。

目
上
中
Ａ
賣

主
ム

諄
官

者
絆
ご
ｎ
争
Ｌ
絆
工
Ｌ
が
ち

と
な
り
な
Ｔ
「
車
一
書
竺
●

奎
轟
蝿
一̈＃
抱
い
了
キ
鮒
を

招
い
た
り
「
も
Ｌ
も
證
福
な

資
匡
ユ
中
鼻
炒
こ
〔
面
号
を

犯
Ｌ
す
サ
ル
「
手
寵
、
小
”

手
は
ど
彙
十
渡
り
に
よ
っ
て

十
三

量

昇
ヽ
「清
二
山
方

現
生
　

　

　

　

け

ま
瓦

す
韓
缶
店
軍
市
終
官

者
が
こ
品
函
■
持
拝
犯
し
た

場
ム員

経
営
面
に
黒

続
出
Ｔ
各
よ
う
に
な
っ
て
フ

ま
一プヽ
６
怖
粋
キ
一斗
押
Ｌ
昴
え
い

だ
事
ど
一Ｌ
使
甲■
丼
ギ
開
頚

す
る

，
＞
」に
な
里
主
「
「

施
軍
甲
〔喜
市
油
中に
よ
る

童
７
酬
一甲
樋
回廿
富
甲
Ｆ
年
同
ｈ■
ど
デ
ヽ

う
ｒ
二
駆
曹
ギ
キ
樺
縮
誓

す
や
卜
Ｌ
轟
り
ま
Ｔ
「

柏
鵬
日甲回
一一（バ
け蜂
頭
輛
甜
品̈ツ
輌
〕
一

薄

蠣

胃
腫
猥

記
墨

先

顔
咀
盟
埓

胆̈
曇
興

肺
臓
輌
疾
二

右
足
彙
廼
ユ

箋
砕̈
ユ
Ｌ
や
丁
Ｌ

十
北

粛
聾

呂
・
絲普
与

仰

五
票
撃
お
ｔ
澤
盪

員
九

“豊
塁
員
〕一年
・
月
ｏ
日
）
ど

ユ
塾
醤
報
範
言
れ
ば場

礼
軽
く
す
ｉ

綸
一
重
け
れ

ば
十
一年
〔蘭
覇
Ｆ
Ｆ
ｕ渥
ら

す
．
艶
上
程
旨
Ｔ
一盤
離
墨

群
颯

サ
“訂
ｆ
十
ン
は
左

憚
ご
サ
韓
」
軍
皆
な
■
と

豊
ｖ
血峰
ｒ員
認
』
ｍ胃
逝
Ｆ
寺
一

Ｌ
浙
れ

色
賢
理
露
象
？
」

・」
響
昌響
Ｙ
」
＃
掃
Ｌ
やい
っ
■に
側
二

，

侵
彗
雌
駆
ア
ユ
Ψ
義
“■
■
・．

子
供
Ｌ̈
対
Ｔ
●
，縮
疇
ｉ
」

が
生
Ｌ
や
す
Ｌ

ま
奪
，事

う

秘
昭・引
卜
一に
青
尋
一
Ｉ
れ
７て

れ
■
層
僣
督
負
［い
っ
エ
ユ
庭

に
帰
ム
「
、

一
宝
勲
驚
曼
十

運
幕
把
百
苺
一黒
ぶ
■
３
■
．

肺
早
ヽ
卜
梅
＝
一り
し
て

慰
理
戦
Ｉ

〓
尋
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